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さ
わ
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
た
め
月
9
日
、
万
場
小
学
校
校
庭
に

お
い
て
神
流
町
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
祭
は
全
町
民
が
主
役
の
行
事
と
言
え
ま
す
。

開
鑿
を
告
げ
る
放
送
後
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に
選
手
団
の
入
場

行
進
が
あ
り
、
会
場
に
選
手
が
整
列
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
体
育
功
労
者
表
彰
、
小
学
生
に
よ
る
選
手
宣
誓
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
後
、
小
学
生
に
よ
る
徒
競
走
か
ら
競
技
の
火
ぶ
た
が

切
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
め
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
神
流
K
T
R
に
よ
る
ソ
!

ラ
ン
節
で
締
め
く
く
ら
れ
、
楽
し
い
一
日
が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

‐｣ ′
′
コ
メ
ー

　　
　
　で　

小学生による選手宣誓
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表 彰
　　　　　　　　

式 各種団体リレー決勝(一般男子) 玉入れ競技

第2 7回 県民スポーツ祭

ぐんまねんりんビツク 2 0 10
☆ ゲ- トボ - ル優勝 ☆

宮前只雄 ･須藤斂一
宮前つぎ ･新井次幹
飯塚勝巳 ･飯塚春巳

甥鰯字鯛富額満面機嵩輔導贋別成績表
地区対抗競技

グラリンドゴルフ玉入れ叢技 I 生 利 船 一 万 三 ･万 一

ゲート通過蕪技 I ※錨 3チーム 万 一 , 相 原 ･ 青 菜
鈷とび I 万 三 胃 梨 柏 木

ホールインワンゲーム I 麻 生 急 尾 生 利

バットリレー I 生 利 万 三 黒 田

玉入れ競技 I 万 三 相 原 黒田･船一･魚尾

、たします。
各種団体リレー

一般男子 I華命軍 I神“ホミントンクラプ I神郷 駕 -
一般女子 I4 co嬢 應艷劣鰐笠る-隼芸子フレッシュl
壮年男子I礎窿恋エヌ I神流町区長会 I万=友和会Bチーム I

● @

錮ぬ駐在撥曇脚
　　　　　　　　　　　　　

-
･ u r

　 　　　　　　　　 　

突然、皆さんの家庭に訪問し、指輪やネックレス
等の宝飾品 質金属等を強引に買い取ったりする ｢押
し買い｣ や、高額な布団を強引に販売する業者によ
る訪問販売が箙内で急増しています。
そのような業者が訪問して来た場合は、毅球ミと断り、
訪問した業者が退去しなかったり、無理に物品を出
せと迫られた場合など、 トラブルになってしまったら、
鼈察 (110番 ･駐在所) に通報してください。
また、契約後でもクーリングオフ (契約解除) で
きる場合がありますので、 警察や消費生活センター
に相談してください。

袖流虹駐在所 T E L 5 7 - 2 0 0 4
中里駐在所 T E L 5 8一 2 0 3 1

今年6月以降、志賀坂峠での交通事故が急増し
ています。
交通事故の6割以上がバイクや自転車が原因
となる事故です。
9月には、トラックと自転車による重傷事故が
発生してしまいました。

が、町内の方が交通事故に巻き込まれるケース
も発生しているので充分に気を付けてください。

(今月号担当:中里駐在所 )

(3)

事件 ･事故は n 1 0番｣
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【乗‐ヌ三日-バ△★齢欝慨生【二

周速毬朔観薇鵬…銘効芳“利
療旅厳廊彪統締め繃搬叱診
細工旛刹爲歓談約恐蒜枡多

○
総
務
常
任
委
員
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
9
室
あ

町
村
合
併
を
し
な
か
っ
た
と
は

お
聞
き
し
ま
し
た
。

8
月
24
日
に
委
員
会
を
開
催

り
現
在
、
満
室
だ
そ
う
で
す
。

い
え
、
保
健
医
療
福
祉
の
施
設

ま
た
、
従
業
員
約
幻
名
を
屈

し
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は

一
日
卸
名

を
よ
く
こ
こ
ま
で
ま
と
め
た
と

用
し
て
地
域
の
活
性
化
に
も
長

平
成
20
年
7
月
か
ら
拗
月
に

対
応
で
き
る
そ
う
で
す
が
、
現

感
心
し
た
次
第
で
す
。

年
奉
仕
し
て
い
る
会
社
で
あ
り

か
け
て
、
紙
ふ
う
せ
ん

･
ラ
ブ

薇
は
一
日
平
均
聡
名
の
方
が
利

今
後
、益
々
高
齢
化
が
進
む
と

ま
す
。

リ
パ
ー
ま
ん
ば

･
議
会
等
の
団

用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

思
わ
れ
る
中
、神
流
町
と
し
て
も

次
に
お
伺
い
し
ま
し
た
飯
能

体
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
観

平
成
授
年
中
の
配
食
サ
ー
ピ

真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

市
で
は
、
副
議
長
は
じ
め
水
道

光

･
少
予
高
齢
化

･
I
タ
ー
ン

ス
は
8
5
7
5
食
で

一
食
4
0

ら
な
い
課
題
と
痛
感
し
ま
し
た
。
都
職
員
の
皆
さ
ん
に
迎
え
て
も

U
タ
ー
ン
の
分
科
会
で
行
っ
た

o
円
、
現
在
は
夕
食
も
初
め
て

ら
い
、
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

中
で
、
万
場
中
央
公
園
対
岸
整

お
り
、
配
達
に
つ
い
て
は
シ
ル

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

た
。
飯
能
市
で
は
、
水
を
販
売

備
を
観
光
･
景
観
の
面
か
ら
行

パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
2
名
で
対

5
月
27
日
に
委
員
会
を
開
催
、
す
る
た
め
入
間
川
源
流
に
位
置

っ
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
意
見

応
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

検
討
、
調
査
し
た
結
果
、
町
民

す
る
名
栗
浄
水
場
の
水
道
水
を

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
集
合
住
宅
は
平
成
元

所
得
向
上
と
著
者
の
定
住
や
働

原
水
と
し
、
先
に
伺
い
ま
し
た

6
月
a
u
に
議
長
名
で
町
長

年
に
聡
部
屋
建
設
し
て
お
り
、

く
場
所
の
確
保
、
同
時
に
町
お

(株
)
秩
父
源
流
水
様
へ
製
造

宛
に
要
望
書
も
提
出
さ
れ
て
お

部
屋
代
は
年
収
l
2
0
万
円
以

こ
し
と
町
民
、
住
民
の
皆
様
が

委
託
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

り
、
総
務
課
長
、
総
務
課
補
佐
、
下
が
o
円
、
1
2
0
万
円
以
上

町
に
希
望
と
期
待
を
持
っ
て
い

し
た
。
市
で
は
、
ペ
ッ
ト
ポ
ト

総
務
課
企
画
係
長
、
産
業
振
興

が
月
4
0
0
0
円
、
そ
の
後
、

た
だ
く
為
に
考
え
、
神
流
町
の

ル
の
水
を
窓
ロ
販
売
4
ヵ
所
、

課
長
、
建
設
課
長
と
万
場
中
央

平
成
12
年
に
5
部
屋
建
設
し
部

□
本

一
き
れ
い
な
清
流
、
多
く

内
勤
販
売
機
け
カ
所
、
宅
配
、

公
園
対
岸
整
備
の
件
で
検
討
を

屋
代
は
年
収
60
万
円
以
下
が
o

の
地
区
で
湧
き
出
し
、
流
れ
て

無
料
配
街
等
々
、
年
間
二
万
ー

行
い
ま
し
た
。

円
、
60
万
-
l
2
0
万
円
が
月

い
る
水
を
利
用
し
て
ペ
ッ
ト
ポ

竺
万
本
の
販
売
･
利
用
が
さ
れ

9
H
5
u
に
は
、
上
野
村
介

4
0
0
0
円
、
1
2
0
万
円
以

ト
ル
で
の
販
売
が
で
き
な
い
か

て
お
り
、
賞
味
期
限
は
製
造
日

護
福
祉
施
設
の
視
察
を
行
い
ま

上
が
月
7
0
0
0
円
、
食
事
代

と
の
意
見
が
あ
り
、
視
察
研
修

よ
り
三
年
と
の
こ
と
で
す
。

し
た
。
施
設
の
機
能
と
し
て
、

は

一
日
三
食
1
0
0
0
円
、
電

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

秩
父
源
流
水
は
男
ら
し
さ
を

小
規
模
多
機
能
型
委
託
介
護
施

気
代
は
月
平
均
2
0
0
0
円
と

7
月
12
日
、
視
察
先
の
埼
玉

感
じ
、
飯
能
水
は
柔
ら
か
く
女

設
は
中
重
度
と
な
っ
た
要
介
護

の
こ
と
で
す
。
現
在

14
世
帯

県
秩
父
市
大
滝
地
区
に
あ
り
ま

性
ら
し
き
を
感
じ
る
水
で
し
た
。

者
の
在
宅
生
活
を
継
続
し
支
え

“
名
の
方
が
利
用
し
て
お
り
村

ず

(株
)
秩
父
源
流
水
様
で
は
、

神
流
町
と
し
ま
し
て
も
浦
減

る
と
い
う
観
点
か
ら

｢通
い
｣

か
ら
の
持
ち
出
し
分
は
運
営
費

大
滝
地
区
の
水
を
自
社
工
場
で

と
森
林
文
化
の
町
と
し
て
、
安

を
中
心
に
、
利
用
者
の
状
態
や

と
し
て
1
2
0
0
万
円
と
の
こ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
販
売
し

全
で
美
味
し
い
水
を
町
内
外
に

希
望
、
家
族
の
事
情
な
ど
に
応

と
で
す
。

て
い
る
と
同
時
に
、
関
東

‐
円

P
R
す
る
と
と
も
に
災
害
時
の

じ
て

｢訪
問
｣

｢泊
ま
り
｣
を

施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

35
-
"
市
町
村
か
ら
委
託
を
愛

紫
急
飲
料
水
、
備
蓄
水
用
、
水

組
み
合
わ
せ
た
多
機
能
な
サ
ー

上
野
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

け
大
型
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
水

源
保
護
の
啓
発
用
、
そ
し
て
同

ピ
ス
の
提
供
を
行
う
施
設
で
、

託
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
を
預
か
り
工
場
に
運
搬
し
、

一

よ
り
も
町
お
こ
し
、
町
民
住
民

11月号鬮艇
截拶窩



の
所
得
向
上
、著
者
の
定
住
、皆

が
あ
り
、
N
T
T
ド
コ
モ
社
の

設
計
委
託
料
等
を
加
え
た
事
業

様
が
町
に
希
望
と
夢
を
も
て
る

携
帯
電
話
に
限
り
、
居
住
エ
リ

全
体
の
支
出
額
4
2
5
9
万
難

町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、町
長

ァ
の
カ
バ
ー
率
が
ほ
ぼ
1
0
0

円
と
な
り
ま
す
。

が
先
頭
に
立
っ
て
実
施
に
向
け

%
に
達
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

財
源
内
訳
と
し
て
は
、
県
の

て
の
検
討
と
関
係
者
へ
の
働
き

ま
た
、
維
持
管
理
で
す
が
基

携
帯
電
話
エ
リ
ア
整
備
事
業
補

か
け
を
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
局
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
権

助
金
1
9
0
2
万
8
0
0
0
円
、

者
と
無
償
貸
与
契
約
を
締
結
し

地
域
情
報
化
通
信
基
盤
整
備
指

【平
成
22
年
度
歳
入

伝
送
路
に
っ
ぃ
て
は
、
町
が
設

達
交
付
金
6
3
2
万
9
0
0
0

歳
出
決
算
･
質
疑
】
置
し
回
線
の
一
部
を
N
T
T
に

円
及
び
地
域
活
性
化
公
共
投
資

貸
し
出
す
と
い
う
よ
う
な
契
約

臨
時
交
付
金
1
5
7
8
万
2
0

《三
木
法
大
議
員
)

を
し
て
お
り
ま
す
。

o
o
円
、
ま
た
受
益
者
負
担
金

電
波
遮
へ
い
対
策
事
業
費
、

今
回
、
大
き
く
分
け
て
二
つ

と
し
て
N
T
T
ド
コ
モ
社
負
担

工
事
請
負
費
3
6
2
3
万
3
3

の
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

分
26
万
3
0
0
0
円
で
、
歳
入

9
3
円
の
事
業
内
容
、
財
源
内

一
つ
は
、
基
地
局
鉄
塔
建
設

合
計
4
1
4
0
万
2
0
0
0
円

訳
及
び
不
用
額
が
高
額
と
な
っ

工
事
で
、
鉄
塔
の
建
設
及
び
邇

と
な
っ
て
お
り
、

一
般
財
源
充

た
理
由
に
つ
い
て

信
に
必
要
な
ア
ン
テ
ナ
等
を
該

当
額
は
、
総
事
業
費
の
2
.
8

総̂
務
課
長
〉

置
す
る
虻
事
で
す
。
こ
れ
に
か

%
1
1
8
万
8
0
9
3
円
で
あ

携
帯
電
話
電
波
不
惑
地
域
の

か
わ
る
工
事
費
は
二
カ
所
分
で

り
ま
す
。

解
消
を
日
的
と
し
、
住
民
の
繁

1
9
3
8
万
3
0
0
0
円
と
な

不
用
額
が
高
額
と
な
っ
た
理

急
時
に
お
け
る
通
信
手
段
の
確

っ
て
お
り
ま
す
。

由
と
し
て
は
、
予
算
の
見
積
も

保
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す

二
つ
め
は
、
伝
送
路
工
事
で
、
り
過
大
,
入
札
の
差
金
、
伝
送

こ
と
か
ら
、
安
心
安
全
の
生
活

各
携
帯
電
話
基
地
局
か
ら
親
局

路
に
つ
い
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る
こ
と

へ
の
通
信
回
線
の
敷
設
工
事
で

の
柱
部
分
で
の
工
事
費
が
安
く

を
願
い
整
備
し
、
平
成
銘
年
8

す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
線
路

な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
確

月
12
日
よ
り
供
用
を
開
始
し
ま

と
同
線
路
に
設
置
す
る
こ
と
に

認
し
た
と
こ
ろ
基
地
局
と
伝
送

し
た
。

よ
り
、
工
期
及
び
工
事
費
を
大

路
に
つ
い
て
は
別
々
の
契
約
を

基
地
局
設
置
場
所
は
、
魚
尾

き
く
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

の
伝
田
部
地
区
ほ
か
計
二
カ
所

し
た
。
工
事
請
負
費
1
6
5
9

ま
ず
設
計
に
つ
い
て
は
、
設

で
、
こ
れ
に
よ
り
箙
世
帯
、
89

万
円
ま
た
線
路
に
か
か
る
加
重

計
業
者
に
委
託
し
お
願
い
し
た

人
が
自
宅
内
外
で
利
用
で
き
る

に
よ
り
ま
し
て
、
電
柱
を
三
本

訳
で
す
が
、
設
計
額
は
ど
う
か

と
と
も
に
、
国
道
4
6
2
号
皮

建
て
か
え
る
必
要
が
あ
っ
た
た

と
い
う
確
認
･
判
断
が
町
職
員

び
2
9
9
号
の
沿
線
不
惑
地
域

め
の
費
用
第
万
3
9
3
円
と
な

で
は
大
変
難
し
い
と
こ
ろ
で
、

が
解
消
さ
れ
、
観
光
面
･
災
害

っ
て
お
り
ま
す
。

参
考
擬
を
そ
の
ま
ま
見
積
額
と

対
応
に
お
い
て
も
大
き
な
効
果

こ
れ
に
よ
り
工
事
請
負
費
に
、
し
て
採
用
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
入
札
の
差
金
で
す
が
、

基
地
局
工
事
が
約
4
0
0
万
円
、

伝
送
路
工
事
が
約
1
0
0
0
万

円
と
な
っ
た
の
が
主
な
理
由
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

三̂
木
法
夫
議
員
)

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
活
用
事

業
賃
の
地
域
振
興
対
策
事
業
補

助
金
32
万
7
9
9
9
円
、
定
住

対
策
事
業
補
助
金
20
万
円
、
ー
･

U
タ
ー
ン
者
定
住
奨
励
事
業
補

助
金
46
万
3
2
0
0
円
の
内
容

に
つ
い
て

へ総
務
課
長
〉

神
流
町
ふ
る
さ
と
創
生
基
金

条
例
に
よ
り
積
み
立
て
た
基
金

を
、
神
流
町
ふ
る
さ
と
創
生
基

金
活
用
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

に
基
づ
き
、
各
事
業
に
充
て
執

行
す
る
も
の
で
す
。

平
成
22
年
度
に
お
き
ま
し
て
、

基
金
を
取
り
崩
し
た
額
は
節
方

8
0
4
4
円
、
基
金
積
み
立
て

に
よ
り
発
生
し
た
運
用
益
5
万

3
1
5
5
円
、
合
計
99
万
1
1

9
9
円
に
よ
り
各
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
◇

地
域
振
興
対
策
事
業
補
助
金

は
、
町
の
地
域
振
興
及
び
活
性

化
、
地
域
の
課
題
解
決
、
将
来

に
向
け
た
芽
だ
し
等
の
た
め
に

要
す
る
事
業
で
あ
り
、
群
馬
県

地
域
振
興
調
整
費
補
助
金
の
交

は
“



11月号鬮翹,
截"鬘

付
決
定
を
受
け
る
こ
と
で
対
象

に
あ
た
り
5
年
間
定
住
す
る
誓

税
割
の
内
訳
に
つ
い
て

児
章
福
祉
扶
助
費
･
児
童
手

と
な
り
ま
す
。
22
年
度
に
お
い

約
書
を
い
た
だ
き
、
5
年
以
内

(住
民
生
活
課
長
)

当
分
、
延
べ
1
3
6
人
･
支
払

て
は
、
神
流
マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン

に
転
出
す
る
場
合
は
補
助
の
一

個
人
の
普
通
徴
収
は
4
3
G

総
額
83
万
円
の
内
訳
は
、
被
用

&
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
に
蛎

部
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

名
で
2
0
6
5
万
5
2
9
4
円
、
昔
児
童
手
当
“
人
･
14
万
円
、

万
円
、
か
ん
な
の
涼
実
行
委
員

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
事
業
所
は
1
0
4

非
被
用
者
児
童
手
当
4
人
･
4

会
に
野
方
7
9
9
9
円
の
補
助

社
で
4
5
5
名
、
年
金
か
ら
の

万
円
、
被
用
者
小
学
校
修
了
前

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

三̂
木
法
大
議
員
》

特
別
徴
収
者
1
1
4
名
と
で
4

特
例
給
付
部
人
･
49
万
円
、
非

定
住
対
策
事
業
補
助
金
は
、

老
人
福
祉
費
、
高
齢
者
住
宅

2
8
1
万
6
1
7
円
で
、
合
計

被
用
者
小
学
校
修
了
前
特
例
給

い
わ
ゆ
る
結
婚
祝
い
金
で
あ
り
、
改
造
補
修
費
補
助
金
1
3
9
万

6
3
4
6
万
5
9
1
1
円
と
な

付
鉈
人

･
16
万
円
と
な
っ
て
お

結
婚
後
3
カ
月
以
内
に
町
へ
永

1
0
0
0
円
、
高
齢
者
対
応
型

り
ま
す
。

り
ま
す
。

住
ま
た
は
定
住
す
る
こ
と
が
確

住
宅
改
造
費
補
助
金
1
0
0
万

法
人
の
均
等
制
は
象
法
人
で

同

･
子
ど
も
手
当
分
、
延
べ

実
と
認
め
ら
れ
る
新
婚
カ
ッ
プ

円
と
あ
る
が
、
申
請
の
件
数
、

5
3
1
万
7
5
0
0
円
、
法
人

8
6
1
人
･
支
払
総
額
l
1
1

ル
に
対
し
祝
い
金
を
進
呈
し
て

補
修
や
改
造
内
容
に
つ
い
て

税
割
は
郎
法
人
で
6
7
9
万
5

9
万
3
0
0
0
円
の
内
訳
は
、

お
り
ま
す
。
22
年
度
に
お
い
て

〈保
健
福
祉
課
長
〉

o
o
円
で
、
合
計
1
2
1
0
万

被
用
者
r
ど
も
手
当

(o
i
3

は
2
組
の
新
婚
カ
ッ
プ
ル
に
各

高
齢
者
住
宅
改
造
補
修
費
補

8
0
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

歳
未
満
)
秀
人
･
鮨
万
8
0
0

10
万
円
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。
助
金
は
、
県
単
補
助
事
業
で
あ

0
円
、
非
被
用
者
子
ど
も
手
当

I
･
U
タ
ー
ン
者
定
住
奨
励

り
限
度
額
60
万
円
で
6
分
の
5

齋̂
藤
カ
ミ
ラ
議
員
〉

(o
i
3
歳
未
満
)
綿
人
･偽
方

事
業
補
助
金
は
、文
字
通
り
I
･

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
22
年

児
童
措
置
費
、
管
外
保
育
委

5
0
0
0
円
、
被
用
者
子
ど
も

U
タ
ー
ン
者
に
定
住
し
て
も
ら

度
の
申
請
は
3
件
で
し
た
。

託
料
3
2
5
万
2
9
9
0
円
、

手
当
(3
歳
以
上
)
3
5
2
人

･

う
た
め
の
家
賃
補
助
で
あ
り
、

高
齢
者
対
応
型
住
宅
改
造
費

児
童
福
祉
扶
助
費
1
2
0
2
万

4
5
7
万
6
0
0
0
円
、
非
被

世
帯
主
の
年
齢
が
満
即
歳
以
下

補
助
金
は
、
町
単
補
助
金
で
あ

3
0
0
0
円
(児
童
手
当
･子
ど

用
者
子
ど
も
手
当
(3
歳
以
上
)

の
I

･
U
夕
!
ン
者
が
本
町
に

り
限
度
額
は
め
万
円
で
す
。
残

る
手
当
)の
実
績
内
容
に
つ
い
て

1
1
8
人

･
1
5
3
万
4
0
0

定
住
す
る
た
め
に
空
き
家
や
町

年
度
の
申
請
は
5
件
で
し
た
◇

住̂
民
生
活
課
長
〉

0
円
、
子
ど
も
手
当
(中
学
生
)

営
住
宅
等
の
借
家
に
入
居
し
た

内
容
と
し
て
は
、
階
段
に
手

児
童
福
祉
法
に
よ
り
町
で
は
、
2
8
0
人
･
3
6
4
万
円
と
な

場
合
に
家
賃
か
ら
住
宅
手
当
を

す
り
を
設
置
、
床
の
段
差
や
ト

保
護
者
の
方
か
ら
保
育
所
入
所

っ
て
お
り
ま
す
。

差
し
引
い
た
額
に
つ
い
て
一
カ

イ
レ
改
修
な
ど
が
主
な
も
の
で
、
申
込
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
保

児
叢
手
当
･
子
ど
も
手
当
に

月
1
万
円
を
上
限
と
し
て
、
定

い
ず
れ
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

育
の
入
所
要
件
、
両
親
の
就
労

つ
い
て
は
国
･
県
･
町
に
負
担

住
奨
励
金
を
3
年
間
支
給
す
る

型
へ
の
改
修
が
対
象
と
な
っ
て

状
況
、
管
外
保
育
の
必
要
性
の

割
合
が
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

も
の
で
、
22
年
度
は
4
人
の
方

お
り
ま
す
。

調
査
を
行
い
、
ま
た
両
親
の
ど

が
、
子
ど
も
手
当
の
中
学
生
分

に
対
し
46
万
3
2
0
0
国
を
補

ち
ら
か
が
藤
岡
市
で
働
い
て
い

に
つ
い
て
は
全
額
を
国
が
負
担

助
し
て
お
り
ま
す
o

A齋
藤
カ
ミ
ラ
議
員
》

る
等
を
考
慮
し
、
藤
岡
市
と
委

す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
定
住
対
策
事
業
及
び

町
民
税
、個
人
の
普
通
徴
収
･

託
契
約
し
、
管
外
保
育
委
託
料

1
･
U
タ
ー
ン
台
定
住
奨
励
事

特
別
徴
収
の
納
入
者
人
数
の
内

2
名
分
と
し
て
支
払
い
し
た
も

高̂
橋
豊
治
議
員
)

業
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
申
請

訳
と
、
法
人
の
均
等
割
･
法
人

の
で
す
。

社
会
福
祉
総
務
費
、
神
流
町

社
会
福
祉
協
蔭
会
補
助
金
1
2

3
8
万
2
1
2
6
円
の
内
容
に

つ
い
て
へ保
健
福
祉
課
長
〉

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
団
体
と
し
て

社
会
福
祉
法
第
1
0
9
条
に
規

定
さ
れ
、
営
利
を
目
的
と
し
な

い
自
主
性
、
公
共
性
の
高
い
民

間
組
織
と
し
、
地
域
の
福
祉
活

動
に
取
り
組
み
、
そ
の
活
動
は

会
費
や
行
政
の
補
助
金
及
び
受

託
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
神
流
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
補
助
金
は
、
地
域
福
祉
活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
必
要
な
福

祉
活
動
支
援
専
門
員
な
ど
職
員

2
名
分
の
給
与
及
び
手
当
等
の

人
件
費
で
あ
り
、
保
健
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
な
ど
多
く
の
関
係

機
関
と
連
携
を
し
、
住
民
の
皆

様
が
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
町
か
ら

の
各
種
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
等
の
受
託
や
相
談
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
、
子
ど
も

の
健
全
育
成
と
子
育
て
支
援
、

障
害
者
の
日
常
生
活
支
援
や
共

同
募
金
運
動
へ
の
協
力
な
ど
福

祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。



高̂
橋
豊
治
議
員
)

健
康
診
査
事
業
費
、
委
託
料

6
2
8
万
9
7
5
円
の
各
種
健

診
の
対
象
者
、
内
容
ま
た
未
受

診
者
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

〈保
健
福
祉
課
長
〉

町
民
を
対
象
と
し
た
健
康
診

査
及
び
各
種
が
ん
検
診
を
群
馬

県
健
康
づ
く
り
財
団
へ
業
務
委

託
す
る
事
業
で
す
。

健
楡
診
査
事
業
で
実
施
す
る

各
種
健
診
は
、
事
業
所
健
診
な

ど
を
受
診
で
き
な
い
町
民
の
方

が
対
象
で
あ
り
、
平
成
20
年
度

か
ら
健
康
診
査
が
医
療
保
険
者

に
義
務
づ
け
ら
れ
、
対
象
年
齢

は
"
歳
以
上
と
き
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
健
康
診
査
の
対
象
と

な
ら
な
い
御
歳
未
満
の
方
、
ま

た
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
生
活
保
護
世
帯
の
方
が
対
象

と
な
り
聡
名
の
方
が
受
診
さ
れ

ま
し
た
つ

が
ん
検
診
は
、
胃
、
大
腸
、

子
宮
、
乳
、
前
立
腺
、
肺
が
ん

検
診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
早
期
発
見
が
主
な

目
的
と
な
り
ま
す
の
で
、
が
ん

が
発
生
し
や
す
い
年
齢
を
対
象

年
齢
と
し
て
お
り
ま
す
。
基
本

的
に
は
年
一
度
の
検
診
を
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
宮
、

乳
が
ん
検
診
で
は
2
年
に
一
度

の
受
診
で
初
期
の
段
階
で
発
見

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ

ま
す
。

活
用
し
た
事
業
で
あ
り
ま
し
た

れ
て
い
る
た
め
、
偶
数
年
齢
で

ま
た
、
毎
年
対
象
年
齢
の
方

が
、
繰
越
明
許
に
よ
り
平
成
銘

受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
勧
め

へ
案
内
を
し
希
望
調
査
を
行
っ

年
度
に
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

し
て
お
り
ま
す
◇
平
成
22
年
度

て
お
り
ま
す
。
末
受
診
者
の
方

ま
し
た
。
今
ま
で
神
流
町
の
道

の
が
ん
検
診
受
診
者
数
は
、
胃

へ
も
検
診
の
大
切
さ
を
周
知
し
、
路
沿
い
に
は
ほ
と
ん
ど
観
光
案

2
7
0
人
、
大
腸
4
8
3
人
、

積
極
的
に
受
診
し
て
い
た
だ
く

内
板
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

子
宮
1
5
7
、
乳
1
3
2
人
と

よ
う
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と

観
光
客
に
も
大
変
ご
不
便
を
お

な
っ
て
お
り
ま
す
つ

考
え
て
お
り
ま
す
。

か
け
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

骨
盤
度
検
診
は
子
宮
、
乳
が

皮
の
交
付
金
を
活
用
し
町
内
"

ん
検
診
と
同
時
実
施
し
て
お
り
、

新̂
井
重
信
議
員
)

ヵ
所
に
ア
ル
ミ
製
の
観
光
案
内

女
性
の
み
地
蔵
以
上
の
方
が
対

観
光
費
、
神
流
川
ふ
れ
あ
い

板
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま

象
と
な
り
ま
す
。
22
年
度
は
2
6

広
場
整
備
工
事
1
5
8
万
5
5

し
た
。
ま
た
各
行
政
区
あ
る
い

5
人
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
0
0
円
、
観
光
案
内
板
設
置
替

は
小
字
等
も
併
せ
て
表
示
で
き
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
、
特

工
事
8
6
2
万
5
0
0
円
の
内

念
願
で
あ
り
ま
し
た
統
一
し
た

定
健
診
と
同
時
実
施
し
て
お
り
、
客
に
つ
い
て

観
光
案
内
板
が
設
置
さ
れ
た
こ

妙
歳
が
対
象
年
齢
と
な
り
ま
す
。
(産
業
振
興
課
長
〉

と
は
大
変
価
値
あ
る
事
業
で
あ

ま
た
、
一
度
も
検
診
を
受
け
た

神
流
川
ふ
れ
あ
い
広
場
整
備

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
と
が
な
い
方
も
希
望
に
よ
り

工
事
で
は
、
恐
竜
セ
ン
タ
ー
下

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
◇

の
河
川
敷
を
整
備
し
ま
し
た
。

新̂
井
重
信
議
員
》

22
年
度
は
滋
人
の
方
が
受
診
さ

こ
こ
は
車
が
入
れ
な
い
場
所

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基

れ
ま
し
た
◇

で
し
た
が
、
藤
岡
土
木
事
務
所

金
観
光
客
誘
致
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

歯
周
病
疾
患
検
診
も
、
特
定

の
ご
協
力
に
よ
り
、
大
型
ダ
ン

ト
事
業
費
、
委
託
料
1
6
3
-

健
診
と
同
時
実
施
し
て
お
り
、

プ
約
7
5
0
台
の
土
砂
運
搬
を

万
6
0
0
0
円
の
事
業
内
容
に

採
取
し
た
唾
液
を
検
査
す
る
方

県
予
算
で
執
行
し
て
い
た
だ
き
、
に
つ
い
て

法
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
銘

整
備
工
事
の
整
地
に
係
る
費
用

(産
業
振
興
課
長
〉

年
度
は
幼
、
刃
、
60
、
わ
歳
の

を
町
単
独
事
業
と
し
て
実
施
し

こ
の
事
業
は
、
国
の
基
金
を

方
を
対
象
に
実
施
し
、
虹
名
の

た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
約

活
用
し
平
成
21
年
度
か
ら
平
成

方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

23
年
度
ま
で
の
期
間
限
定
で
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
50
%

で
き
、
神
流
川
を
訪
れ
る
家
族

事
業
費
全
額
を
国
が
補
助
す
る

を
目
標
と
し
ま
す
が
、
集
団
検

連
れ
や
恐
竜
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

も
の
で
あ
り
、
雇
用
促
進
を
目

診
の
み
の
実
施
で
、
ま
た
限
ら

る
観
光
客
に
大
変
メ
リ
ッ
ト
の

的
と
し
た
、
町
の
費
用
を
‐
切

れ
た
日
程
で
受
診
し
て
い
た
だ

あ
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

使
わ
ず
に
独
自
の
特
色
あ
る
事

い
て
い
る
た
め
、
今
後
の
受
診

観
光
案
内
板
設
置
咎
工
事
は

業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
◇

率
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
お
り

平
成
21
年
度
、
国
の
交
付
金
を

し
か
し
、
そ
の
条
件
と
し
ま

し
て
、
町
が
直
接
雇
用
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
ず
、
法
人
格
を

有
す
る
団
体
等
に
委
託
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
観
光
協
会
事
務
局
の

仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
神

流
可
商
工
会
に
委
託
し
事
業
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
内
容
と
し
て
は
、
観
光

案
内
板
設
置
替
工
事
関
係
の
準

備
か
ら
細
部
ま
で
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
群
馬
D
C
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
か
か
わ
る
P
R

や
観
光
客
誘
致
活
動
、
鯉
の
ぼ

り
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
設

営
、
神
流
の
涼
の
企
画
立
案
及

び
運
営
、
町
内
に
観
光
客
を
誘

致
す
る
た
め
東
京
や
埼
玉
方
面

を
中
心
と
し
た
P
R
活
動
、
県

内
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
P

R
活
動
、
登
山
道
ル
ー
ト
の
調

査
、
宿
泊
施
設
と
の
連
携
、
神

流
マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン
&
ウ
オ
ー

ク
の
設
営
等
に
関
す
る
こ
と
、

そ
し
て
特
に
大
き
な
仕
事
と
し

て
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
製
、
各
種
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ

ー
等
の
独
自
制
作
を
し
て
い
た

だ
き
内
容
の
良
い
も
の
が
安
価

で
、
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
な

っ
た
こ
と
ば
、
大
き
な
魅
力
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

本
事
業
は
現
在
、
商
工
会
で

3
名
を
雇
用
し
、
人
件
費
や
事



11月号鬮翹,
截"轢

業
全
般
に
か
か
わ
る
経
費
を
萎

住
宅
の
工
事
請
負
費
8
2
1
7

事
を
行
い
ま
し
た
。

協
議
す
る
と
な
っ
て
お
り
今
回

記
金
と
し
て
支
払
っ
て
お
り
ま

万
2
3
0
0
円
の
内
容
と
今
後

当
初
は
土
の
補
充
整
備
工
事
、
協
議
の
結
果
、
大
半
を
上
木
事

す
。
3
名
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の

の
整
備
計
画
に
つ
い
て

ラ
イ
ト
側
フ
ェ
ン
ス
付
近
に
排

務
所
で
行
っ
て
い
た
だ
い
た
た

能
力
を
有
し
、
町
の
観
光
事
業

建̂
設
課
長
〉

水
管
改
修
工
事
を
行
う
予
定
で

め
、
町
で
行
う
工
事
が
減
少
し

推
進
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

木
造
2
階
建
て
が
三
棟
、
平

し
た
が
、
ラ
イ
ト
側
に
あ
る
フ

不
用
額
が
発
生
し
ま
し
た
。

在
に
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
家
建
て
が

一
棟
、
計
四
棟
7
戸

プ
ー
ル
ラ
イ
ン
の
ポ
ー
ル
と
照

町
の
観
光
客
誘
致
に
大
き
な
役

の
新
築
工
事
費
8
1
6
2
万
円

明
灯
の
ポ
ー
ル
で
フ
ェ
ア
、
フ
ァ

宮̂
前
俊
秀
議
員
“

割
を
果
た
し
て
い
る
雇
用
事
業

と
C
A
T
V
引
き
込
み
工
事
費

ー
ル
の
ジ
ャ
ッ
ジ
に
誤
解
を
招

総
務
費
、
総
務
管
理
費
、
一

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

$
方
2
3
0
0
円
で
あ
り
ま
す
。
き
競
技
に
支
障
が
出
て
い
る
こ

般
管
理
費
、職
員
手
当
等
2
0
0

住
宅
は
1
戸
約
偽
評
で
8
畳
と

と
も
あ
り
、
今
回
の
改
修
工
事

万
円
の
予
備
費
充
用
に
つ
い
て

天̂
野
賢
議
員
)

6
畳
の
部
屋
、
風
呂
、
ト
イ
レ

に
併
せ
て
レ
フ
ト
側
に
l

m
ほ

へ総
務
課
長
〉

国
土
調
査
費
、
地
籍
調
査
測

等
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ど
向
き
を
変
え
、
フ
ァ
ー
ル
ラ

退
職
手
当
負
担
金
に
お
い
て

壘
委
託
料
1
2
7
0
万
5
o
o

現
在
、
町
営
住
宅
は
世
帯
用

イ
ン
と
照
明
灯
の
ポ
ー
ル
と
が

は
年
度
末
の
状
況
で
3
月
補
正

o
円
の
実
施
箇
所
及
び
平
成
鷆

須
戸
、
単
身
用
聡
戸
で
あ
り
ま

一
体
化
と
な
る
よ
う
な
整
備
を

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
人
事
担

年
度
か
ら
の
実
施
累
計
面
積
に

す
が
、
世
帯
用
で
8
戸
の
空
き

考
え
ま
し
た
。

当
が
予
算
要
望
を
し
た
と
こ
ろ

つ
い
て

家
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

そ
の
結
果
、
マ
ウ
ン
ド
ピ
ッ

で
し
た
が
、
そ
の
後
の
事
務
処

(建
設
課
長
〉

整
備
計
画
等
、
入
居
の
様
子
を

チ
ャ
ー
プ
レ
ー
ト
、
固
定
ベ
ー

理
の
過
程
で
見
落
と
さ
れ
、
そ

実
施
箇
所
は
生
利
の
元
地
及

見
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
検
討

ス
等
の
位
置
も
変
え
る
必
要
が

の
ま
ま
予
算
書
を
調
製
し
て
し

ぴ
滝
ノ
沢
の
一
部
の
計
o
.
節

し
て
い
き
た
い
と
考
え
お
り
ま

生
じ
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
こ
と
か
ら
不
足
が
発
生

婦
の
調
査
及
び
測
量
と
、
平
成

す
。

し
た
も
の
で
す
o

21
年
度
に
測
量
を
し
た
西
塩
沢

《宮
前
俊
秀
議
員
》

ま
た
.
支
払
い
時
期
が
迫
っ

と
神
ケ
原
の
o
.
笠
姉
の
地
籍

宮̂
前
俊
秀
議
員
〉

公
園
費
、
神
流
川
公
園
補
修

て
お
り
、
補
正
対
応
等
も
考
え

測
定
や
地
籍
図
、
地
籍
簿
の
作

グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
費
、
総
合

工
事
予
算
額
1
4
7
万
円
に
対

た
訳
で
す
が
、
結
果
的
に
は
予

戒
等
で
あ
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
の
内
容

し
、
不
用
額
が
4
割
を
超
す
鍋

備
費
に
よ
る
充
用
槽
置
を
と
ら

16
ー
22
年
度
ま
で
の
7
年
間

と
、
決
算
額
9
0
5
万
1
0
0

万
-
o
o
o
円
と
な
っ
た
理
由

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
宅
は
1
戸
約
偽
評
で
8
畳
と

天̂
野
賢
議
員
)

6
畳
の
部
屋
、
風
呂
、
ト
イ
レ

国
土
調
査
費
、
地
籍
調
査
測

等
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

量
委
託
料
1
2
7
0
万
5
o
o

現
在
、
町
営
住
宅
は
世
帯
用

o
円
の
実
施
箇
所
及
び
平
成
鷆

須
戸
、
単
身
用
聡
戸
で
あ
り
ま

年
度
か
ら
の
実
施
累
計
面
積
に

す
が
、
世
帯
用
で
8
戸
の
空
き

つ
い
て

家
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

(建
設
課
長
〉

整
備
計
画
等
、
入
居
の
様
子
を

実
施
箇
所
は
生
利
の
元
地
及

見
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
検
討

ぴ
滝
ノ
沢
の
一
部
の
計
o
.
節

し
て
い
き
た
い
と
考
え
お
り
ま

姉
の
調
査
及
び
測
量
と
、
平
成

す
。

れ
年
度
に
測
量
を
し
た
西
塩
沢

と
神
ケ
原
の
o
.
笠
姉
の
地
籍

宮̂
前
俊
秀
議
員
〉

測
定
や
地
籍
図
、
地
籍
簿
の
作

グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
費
、
総
合

成
等
で
あ
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
の
内
容

16
ー
22
年
度
ま
で
の
7
年
間

と
、
決
算
額
9
0
5
万
1
0
0

で
実
施
し
た
面
積
は
黒
田
地
区

o
円
と
な
っ
て
い
る
が
入
札
落

o
.
鋭
嬬
、
魚
庭
地
区
o
.
範

札
金
額
8
6
1
万
円
か
ら
増
額

蜥
、
万
場
地
灰
o
.
偽
婦
、
塩

と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て

沢
地
区
o
.
鋭
婦
、
神
ケ
原
地

へ教
育
委
員
会
事
務
局
長
〉

区
o
.聡
蝸
、
生
利
地
区
0
.第

近
年
、
小
石
等
が
出
て
地
山

鱸
の
計
2

,
麩
齋
で
あ
り
ま
す
。
が
あ
ら
わ
れ
、
野
球
や
ソ
フ
ト

天̂
野
賢
議
員
》

住
宅
管
理
費
、
本
町
単
身
用

ポ
ー
ル
等
の
競
技
に
危
険
な
状

態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
き
め
細

や
か
な
交
付
金
事
業
で
改
修
工

《宮
前
俊
秀
議
員
》

公
園
費
、
神
流
川
公
園
補
修

工
事
予
算
額
1
4
7
万
円
に
対

し
、
不
用
額
が
4
割
を
超
す
65

万
-
0
0
0
円
と
な
っ
た
理
由

に
つ
い
て

へ建
設
課
長
〉

神
流
川
公
園
の
遊
歩
道
等
の

工
事
で
あ
り
、
遊
歩
道
等
は
ラ

ブ
リ
パ
ー
事
業
と
し
て
土
木
事

務
所
で
実
施
し
て
い
た
だ
い
た

施
設
で
す
。
日
頃
の
維
持
管
理

は
町
で
行
う
と
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は

宮̂
前
俊
秀
議
員
》

総
務
費
、総
務
管
理
費
、財
産

管
理
費
、
積
立
金
4
万
7
0
0

0
円
の
予
備
費
充
用
に
つ
い
て

総̂
務
課
長
〉

財
政
調
整
基
金
ま
た
激
憤
基

金
及
び
土
地
開
発
基
金
の
運
用

益
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基
づ

き
全
額
を
基
金
に
積
み
立
て
年

度
内
に
お
け
る
収
入
額
の
見
込

み
及
び
歳
入
歳
出
予
算
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
は
随
時
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
補
正
を
す
る
も
の

で
す
。
今
回
の
不
足
に
つ
い
て

は
3
月
補
正
の
調
製
を
2
月
に

済
ま
せ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後

に
発
生
す
る
受
け
取
り
利
子
等

に
つ
い
て
算
出
を
行
い
ま
し
た

が
結
果
、
見
込
み
違
い
が
生
じ

た
た
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
受
け
取
っ
た
利
子
に

つ
き
ま
し
て
は
、
速
や
か
に
基

金
に
積
み
立
て
る
こ
と
か
ら
次

の
補
正
ま
で
待
た
ず
、
予
備
費

か
ら
の
充
用
に
よ
る
予
算
措
置

の

を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
(

宮̂
前
俊
秀
議
員
)

民
生
費
、
社
会
福
祉
費
、
社

会
福
祉
総
務
費
、
返
還
金
56
万

5
0
0
0
円
の
予
備
費
充
用
に

つ
い
て

へ総
務
課
長
〉

平
成
21
年
度
執
行
の
障
害
者

自
立
支
援
事
業
の
精
算
に
伴
い

国
庫
･県
負
担
金
の
返
還
金
が

生
じ
、
年
度
末
で
あ
り
補
正
予

算
を
調
製
す
る
時
間
が
な
く
、

か
つ
返
還
期
限
が
追
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
予
備
費
に
よ
る
充
用

措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。



●
平
成
22
年
度
神
流
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
約
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

(認
定
)

※
一
般
会
計
歳
入
放
出
決
算
及

び
妙
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
ん

な
先
月
号

(10
月
号
)
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【報

告
】

①
平
成
“
年
度
神
流
町
健
全
化

判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

【議

案
】

①
神
流
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

(可
決
)

⑧
神
流
町
活
性
化
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

(可
決
)

【陳

情
】

平成2 3年度一般会計補正予算 (専決処分 ･承認)

種 別 頭正補 顫総

一 般 会 計 0 9
･

0
･槻2

①
万
場
三
区
集
会
所
ま
で
の
歩

道

(段
差
解
消
用
)
整
備
に

つ
い
て
第
4
区

(万
二
ご

区
長

新
井
一義
様

ほ
か
お
名

へ採
択
〉

②
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
(土

留
用
擁
壁
工
)
の
設
置
に
つ

い
て第
聡
区

(平
原
)

区
長

田
中
幸
一
様

ほ
か
6
名

へ採
択
〉

③
材
木
価
格
の
下
落
に
伴
い
森

林
保
育
事
業
及
び
収
入
間
伐

事
業
そ
し
て
市
場
へ
搬
送
す

る
丸
太
代
金
の
助
成
の
お
願

い
に
つ
い
て

神
流
川
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

宮
前
隆
様
ほ
か
聡
名

(継
続
審
査
〉

【
一
般
質
問
】

(単位 :千円)平成23年度一般会計及び特別会計繍正予算 (可決)

種 別 補正額 総 額

一 般 会 計 4 7
.
2 5 5 2 7 3 2

,
5 1 5

特

別

会

計

国民健駿保険事業 △ 4
.
0 1 9 4 6 4

.
S 1 0

生活排水処理事業 1
.
3 7 4 5 0

.
1 0 4
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土̂
屋
哲
己
議
員
)

職
員
は
町
民
･
住
民
皆
様
の

奉
仕
者
と
し
て
町
の
発
展
の
た

め
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
の
町
長
の
考
え
方
、
ま
た
施

策
と
そ
の
方
針
を
職
員
に
理
解

さ
せ
、
町
民

･
住
民
福
祉
、
町

の
発
展
に
、
よ
り
一
層
の
努
力

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
な
指
導
、
数

青
を
し
て
い
く
の
か
、
考
え
を

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

へ町
長
〉

職
員
の
教
育
及
び
研
修
に
つ

い
て
は
地
方
公
務
員
法
に
お
い

て
定
義
さ
れ
て
お
り
、
群
馬
県

や
町
村
会
が
主
催
す
る
各
種
研

修
へ
派
遣
を
行
い
、
各
層
別
に

新
規
採
用
職
員
･
一
般
職
員
･

係
長
及
び
課
長
研
修
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
課
程
研
修
で
は
、

人
事
評
価
及
び
政
策
、
財
務
研

修
な
ど
を
は
じ
め
各
分
野
で
、

よ
り
専
門
的
な
能
力
を
習
得
す

る
た
め
課
目
ご
と
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
町
独
自
の
研
修
を
行

う
な
ど
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
お
り
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自

己
研
餓
の
も
と
町
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
◇

私
の
意
図
す
る
政
策
の
実
現

と
し
て
は
職
員
が
事
務
的
整
備

を
行
い
、
手
段
と
し
て
事
業
化

す
る
と
い
う
事
で
、

一
般
的
に

は
一
定
の
構
想
を
損
当
課
長
へ

指
示
し
受
益
者
の
把
握
、
適
正

法
の
精
査
、
条
例
･
要
綱
の
編

成
、
財
源
の
確
保
、
そ
し
て
事

業
の
波
及
効
果
等
も
勘
案
し
た

設
計
図
を
作
成
さ
せ
る
訳
で
す

が
、
と
り
わ
け
住
民
ニ
ー
ズ
、

各
方
面
へ
の
情
報
周
知
、
法
令

整
備
及
び
財
源
確
保
等
に
つ
い
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て
は
高
度
な
事
務
的
技
術
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
先
に
述

ぺ
た
研
修
に
加
え
、
必
要
に
応

じ
た
指
示
や
先
進
地
視
察
等
の

機
会
を
創
出
し
、
職
員
自
ら
が

研
鑽
を
積
む
事
に
よ
り
住
民
ニ

ー
ズ
に
即
し
た
町
政
の
運
営
を

図
っ
て
い
く
よ
う
指
示
し
て
い

る
訳
で
す
。

土̂
屋
誓
己
議
員
》

町
長
は
じ
め
職
員
は
、
日
頃

よ
く
努
力
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
町
長
と
し
て
何
を

し
た
い
の
か
、
ま
た
何
を
考
え

て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
ど
の

よ
う
な
町
を
最
終
的
に
つ
く
り

た
い
の
か
。
意
思
を
し
っ
か
り

と
職
員
に
伝
え
る
と
い
う
事
も

忙
し
い
立
場
上
、
重
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

現
在
、
役
場
職
員
に
臨
時
職

員
を
含
め
る
と
1
4
1
名
と
聞

い
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
の
人

に
は
職
員
と
臨
時
職
員
と
の
見

分
け
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難

し
い
よ
う
で
す
。
臨
時
職
員
も

含
め
た
全
職
員
は
宮
前
鍛
十
郎

町
長
の
も
と
、
町
の
発
展
の
た

め
に
努
力
す
る
人
た
ち
で
す
。

町
長
は
出
張
等
で
留
守
が
多

い
事
か
ら
職
員
に
お
い
て
は
、

さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
よ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
か
。

町̂
長
)
一
番
に
は
町
民
の
目
線
に
立

っ
た
仕
事
を
す
る
事
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
常
に
研
修
と
い
う

も
の
に
心
が
け
て
欲
し
い
と
言

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
見
て
企
画
力
を
養
う
。
そ

れ
と
同
時
に
多
く
の
情
報
を
得

る
た
め
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
立
て
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
言
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
c

今
後
、
職
員
に
特
に
望
む
事

と
し
ま
し
て
、
小
規
模
町
村
ま

し
て
や
週
疎
町
村
に
お
い
て
は
、

役
場
が
最
大
の
企
業
と
し
て
あ

る
訳
で
す
。
そ
の
企
業
の
中
に

は
組
織
力
･
情
報
力
･
財
政
力

が
集
中
し
た
形
で
一
応
あ
る
と

言
え
ま
す
。
町
の
元
気
、
町
の

改
革
の
た
め
の
組
織
と
し
て
活

か
し
、
職
員
が
最
大
限
に
動
く

事
が
一
番
大
事
と
考
え
、
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

土̂
屋
哲
己
議
員
)

何
か
要
望
が
あ
っ
た
際
｢予

算
が
あ
り
ま
せ
ん
｣
と
簡
単
に

お
断
り
し
た
の
で
は
、
町
の
発

展
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

よ
う
な
言
葉
は
控
え
て
い
た
だ

き
、
町
民
に
ご
理
解
い
た
だ
け

ズ
を
前
橋
市
の
業
者
へ
出
荷
し
、

神
流
町
の
ユ
ズ
と
し
て
商
品
化

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
販
売

は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
2
年
前
か
ら
は
販
路

を
県
外
に
求
め
栃
木
県
の
業
者

へ
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
組
合
組
織
が
な
い
た

め
町
内
全
世
帯
に
周
知
し
、
平

る
言
葉
で
説
明
し
、
前
進
し
て

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

上
購
入
し
て
い
る
人
は
2
割
と

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
悪

へ町
長
)

い
う
現
状
か
ら
、こ
の
神
流
町
で

っ
て
お
り
ま
す
。

柿
や
ユ
ズ
な
ど
の
果
実
が
増

ど
の
程
度
の
出
荷
が
可
能
な
の

ま
た
、
こ
の
町
を
何
と
か
し

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
出

か
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
組

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
危
機
感

荷
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
と
い

合
を
通
じ
て
出
荷
を
促
す
努
力

を
持
ち
、
今
回
、
特
別
委
員
会

う
の
が
現
状
と
思
わ
れ
ま
す
◇

も
必
要
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す

も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
ハ
チ
ヤ
柿
に
つ
い
て

い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
と
し

町
長
の
や
る
気
の
も
と
、
す

は
平
成
11
年
度
以
来
2
0
0
0

て
果
樹
振
興
の
た
め
に
努
力
し

ば
ら
し
い
町
づ
く
り
の
実
現
の

本
以
上
が
植
え
ら
れ
た
と
問
い

ハ
チ
ヤ
柿
生
産
組
合
を
通
じ
て

た
め
職
員
教
育
、
指
導
等
ま
た

て
お
り
、当
時
発
足
し
た
ハ
チ
ヤ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
報
告

我
々
に
も
ご
指
導
を
い
た
だ
け

柿
生
産
組
合
の
方
々
の
熱
意
に

を
い
た
だ
き
、
要
望
等
を
上
げ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
っ
て
柿
で
の
産
業
振
興
を
図

て
い
た
だ
け
れ
ぱ
と
思
っ
て
お

ろ
う
と
会
員
幼
名
、
臨
時
的
会

り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
ざ
出
荷
と
な
り

　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

最
近
で
は
収
麓
期
に
達
す
る

問
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
病
虫

り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
に
つ

い
て
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

　
　
　　
　　　
　
　

収
穫
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

て
お
り
ま
す
。

ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
ユ
ズ
で
す
が
、
町
に
は

高̂
橋
豊
治
議
員
)

干
し
柿
は
魅
力
あ
る
農
産
物

た
く
さ
ん
の
ユ
ズ
の
木
が
植
栽

平
成
期
年
度
か
ら
ハ
チ
ヤ
柿

で
あ
り
ま
す
の
で
、
出
荷
体
制

さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
3
年
前

の
苗
木
を
行
政
指
導
の
も
と
、町

が
整
え
ば
町
に
と
っ
て
も
す
ぱ

に
行
政
主
導
で
2
0
0
贈
の
ユ

民
の
方
が
2
0
0
0
本
以
上
植

ら
し
い
事
だ
と
は
思
っ
て
お
り

ズ
を
前
橋
市
の
業
者
へ
出
荷
し

え
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ふま
す
。

神
流
町
の
ユ
ズ
と
し
て
商
品
化

現
在
は
収
穫
で
き
る
木
も
多

し
か
し
、
苗
木
を
購
入
し
た

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
販
売

〈
あ
る
と
思
い
ま
す
。

方
々
が
、
ど
の
程
度
の
出
荷
意

は
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
ユ
ズ
に
つ
い
て
も
収

欲
が
あ
る
の
か
を
調
べ
る
事
が

ま
た
、
2
年
前
か
ら
は
販
路

種
し
て
い
な
い
木
が
た
く
さ
ん

最
餓
先
と
考
え
、
担
当
者
を
通

を
県
外
に
求
め
栃
木
県
の
業
者

見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
果

じ
て
組
合
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

樹
の
管
理
･
収
穫
･
販
売
な
ど

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、教
本
の
擬

し
た
が
、
組
合
組
織
が
な
い
た

の
指
導
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

人
者
が
多
数
を
占
め
、m
本
以

め
町
内
全
世
帯
に
周
知
し
、
平

上
購
入
し
て
い
る
人
は
2
割
と

い
う
現
状
か
ら
、こ
の
神
流
町
で

ど
の
程
度
の
出
荷
が
可
能
な
の

か
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
組

合
を
通
じ
て
出
荷
を
促
す
努
力

も
必
要
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
と
し

て
果
樹
振
興
の
た
め
に
努
力
し
、

ハ
チ
ヤ
柿
生
産
組
合
を
通
じ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
報
告

を
い
た
だ
き
、
要
望
等
を
上
げ

て
い
た
だ
け
れ
ぱ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
ざ
出
荷
と
な
り

ま
す
と
食
品
衛
生
許
可
、
施
設
、

n
U



成
れ
年
度
は
9
戸
の
農
家
か
ら

リ
ア
す
べ
き
事
項
が
多
く
あ
り

1
0
5
7
蛇
、
平
成
22
年
度
は

ま
す
。
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

8
戸
の
農
家
か
ら
6
3
3
鱒
の

ら
、
組
合
の
意
向
を
踏
ま
え
た

ユ
ズ
を
出
荷
し
ま
し
た
。

果
樹
振
興
に
前
向
き
に
取
り
組

し
か
し
、
加
工
し
て
い
な
い

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ユ
ズ
の
単
価
が
安
く
、
商
品
と

ま
す
。

し
て
出
荷
す
る
に
は
良
質
で
な

高̂
橋
豊
治
議
員
》

い
事
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
収

産
業
に
つ
な
が
る
特
産
品
と

穫
が
困
難
で
あ
る
等
の
理
由
に

し
て
ユ
ズ
ま
た
は
柿
に
つ
い
て

よ
り
出
荷
量
が
減
少
傾
向
に
あ

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か

り
ま
す
◇

町̂
長
〉

同
じ
く
2
年
前
に
は
担
当
者

ユ
ズ
の
加
て
は
難
し
い
と
思

を
四
国
の
馬
路
村
に
派
遣
さ
せ

い
ま
す
が
、
柿
に
つ
い
て
は
、

情
報
収
集
を
さ
せ
ま
し
た
が
、

吊
る
し
柿
、
干
し
柿
に
で
き
る

手
入
れ
を
し
な
い
ユ
ズ
で
は
商

と
思
い
ま
す
。

品
と
し
て
の
価
値
が
低
い
こ
と

実
際
、
埼
玉
県
方
面
で
は
柿

も
分
か
り
、
県
の
指
導
を
受
け

を
特
産
と
す
る
地
域
も
あ
る
よ

剪
定
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る

う
で
す
。
量
が
少
な
い
う
ち
は
、

も
の
の
、
参
加
台
が
少
な
い
の

お
土
産
品
と
し
て
町
で
買
い
上

が
現
状
で
あ
る
と
報
告
を
受
け

げ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

柿
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

ま
た
、
ユ
ズ
の
実
の
出
荷
だ

特
産
品
と
し
て
育
て
て
い
か
な

げ
で
は
収
益
性
に
乏
し
い
こ
と

く
て
は
い
け
な
い
か
と
思
っ
て

か
ら
、
加
工
に
つ
い
て
も
視
野

お
り
ま
す
。

に
入
れ
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

高̂
橋
豊
治
議
員
》

実
施
の
自
治
体
で
は
な
か
な
か
、

以
前
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
や
義

い
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
な
い

蚕
な
ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

の
が
現
状
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
は
何
が
産
業
で
何
が
特
産
品

果
樹
振
興
に
よ
る
安
定
し
た

な
の
か
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

収
入
を
得
る
に
は
、
組
合
組
織

働
く
場
所
が
少
な
い
た
め
、

の
育
成
と
活
性
化
、
農
家
の
山

他
市
町
村
に
働
き
に
行
く
人
も

荷
意
欲
の
向
上
、
大
量
栽
培
と

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
後

出
荷
体
制
の
構
築
、
最
後
に
、

は
、
お
年
寄
り
か
ら
若
い
人
た

加
工
販
売
を
検
討
す
る
な
ど
ク

ち
の
働
く
場
所
を
見
直
し
、
一

人
で
も
多
く
の
人
の
雇
用
場
所

を
確
保
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

そ
の
一
歩
と
し
て
果
樹
の
加

工
、
販
売
な
ど
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　
　
　　　
　
　

　
　
　

　

　
　

町̂
長
〉

天̂
野

賢
議
員
}

本
年
5
月
の
就
任
以
来
、
各

方
面
に
多
く
の
人
脈
を
確
立
さ

れ
、
今
後
の
国
や
県
が
計
画
し

て
い
る
事
業
や
政
策
の
方
向
性

な
ど
い
ち
早
く
知
る
事
の
で
き

る
立
場
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
高
い
見

聞
と
見
識
を
広
げ
、
神
流
町
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
で

き
る
状
態
に
も
な
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
町
の
さ
ら
な
る
活

性
化
、
新
た
な
施
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
か
お
聞
き
し

ま
す
。

町̂
長
〉

会
長
就
任
に
伴
い
、
関
東
町

村
会
理
事
並
び
に
全
国
町
村
会

政
務
調
査
委
員
財
務
委
員
会
副

委
員
長
に
も
就
任
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
会
議
と
し
て
は
、
ま

だ
数
詞
開
催
さ
れ
た
の
み
で
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
相
互

の
信
順
を
築
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
施
策
の
方
向
性
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
い
ち
早
く
情

報
収
集
で
き
る
事
に
加
え
、
地

方
の
代
表
で
あ
り
ま
す
全
国
町

村
会
の
求
め
る
べ
き
方
向
性
を

副
委
員
長
と
し
て
提
言
等
取
り

ま
と
め
を
行
う
必
要
が
あ
る
事

か
ら
、
国
が
地
方
に
求
め
る
も

の
と
の
合
致
点
を
見
出
し
、
そ

の
中
で
、
真
に
本
町
が
必
要
と

す
る
施
策
、
例
え
ば
モ
デ
ル
事

業
等
の
導
入
に
つ
て
も
精
力
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

就
任
後
は
、
会
議
や
総
会
及

び
大
会
で
の
祝
辞
が
主
で
、
政

策
的
な
内
容
を
話
し
合
う
よ
う

な
機
会
が
今
の
と
こ
ろ
無
く
参

考
と
な
る
よ
う
な
事
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
は
協
議
会
や
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
意
見
を
述

べ
た
り
参
考
意
見
を
い
た
だ
い

た
り
の
機
会
も
あ
る
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

天̂
野

賢
議
員
)

町
長
が
聞
い
て
来
ら
れ
る
情

報
等
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
神
流
町
は
行
財
政
改

革
の
推
進
に
よ
り
健
全
な
財
政

運
営
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
だ
け

で
景
気
が
回
復
す
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
の
状
態

で
す
と
今
後
、
自
主
財
源
に
乏

し
い
神
流
町
で
は
、
国
の
財
政

悪
化
等
に
よ
り
財
政
運
営
が
厳

し
く
な
る
と
思
わ
れ
、
ハ
ー
ド

よ
り
も
ソ
フ
ト
事
業
に
重
点
を

置
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
私
は
以
前
の
一
般
質
問
で
、

2
0
3
5
年
に
は
神
流
町
の
高

齢
化
比
率
が
全
国
一
に
な
る
と

い
う
お
話
を
し
、町
長
か
ら
｢役

場
の
各
課
を
軸
と
し
た
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
を
編
成
し
対
応
し

て
行
き
た
い
｣
と
の
答
弁
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
小
規
模
な
自

治
体
職
員
は
地
域
住
民
と
の
距

離
感
が
近
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
課
題
、
問
題
を
認
識
し
、
素

早
く
対
応
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

役
場
職
員
と
農
林
商
工
業
な
ど

に
係
わ
る
地
域
住
民
、
住
民
グ

ル
ー
プ
、
N
P
O
な
ど
が
連
携

し
、
未
来
の
神
流
町
ま
た
2
0

3
5
年
問
題
を
考
え
る
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
行

く
の
も
町
の
活
性
化
、
ひ
い
て

は
今
後
の
健
全
な
財
政
運
営
に



11月号鬮翹,
截"鬘

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。
へ町
長
〉

地
方
で
は
、
よ
く
町
民
と
の

協
働
事
業
と
い
う
言
葉
が
聞
か

れ
ま
す
。
地
域
に
お
い
て
も
町

民
と
の
協
働
で
資
源
を
見
直
す

な
ど
、
よ
そ
の
真
似
で
は
な
い

活
性
化
事
業
を
考
え
て
い
く
事

が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

町
の
問
題
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
事
も
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。以
前
の
答
弁
か
ら
実
現
で
き

ず
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
は
前
向
き
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
《天
野

賢
議
員
)

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
で
き

る
事
に
よ
っ
て
、
住
民
の
町
政

に
対
す
る
意
識
等
が
向
上
し
、

よ
り
多
く
の
町
民
の
声
を
聞
く

事
が
で
き
、
今
後
の
住
民
生
活

の
安
定
に
向
け
、
町
長
の
目
指

す
小
回
り
の
き
い
た
町
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

ほ
ぼ
毎
日
に
よ
う
に
出
張
さ

れ
多
忙
な
町
長
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
活
発
な
バ
イ
キ
ン

グ

(※
)
等
を
行
い
、
ま
た
町

民
一人
一人
の
声
に
耳
を
傾
け

て
い
た
だ
き
、
神
流
町
の
さ
ら

な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
誰
も
が
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る

我
が
ふ
る
さ
と
神
流
町
の
か
じ

取
り
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

一霊
園
圏
-

　
　
　　

齋̂
藤
カ
ミ
ラ
議
員
》

台
風
酸
号
に
よ
る
神
坂
ト
ン

ネ
ル
先
の
通
行
止
め
に
よ
り
、

通
勤
･
通
学
さ
れ
て
い
る
方
々

は
大
変
な
負
担
を
強
い
ら
れ
ま

し
た
。
地
域
の
活
性
化
は
道
路

交
通
網
が
重
要
な
襄
因
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
災
害
を
機
に

大
胆
な
構
想
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
何
か

考
え
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

で
現
在
進
行
中
の
工
事
は
、
法

(町
長
〉

久
入
□
付
近
の
橋
架
け
か
え
工

台
風
鷲
号
の
影
響
を
受
け
、

事
、
布
施
地
区
及
び
金
比
羅
渓

国
道
、
県
道
で
は
規
定
雨
量
超

谷
に
お
け
る
橋
梁
化
工
事
が
あ

遂
に
よ
る
通
行
止
め
と
な
り
、

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
中
に
3

一時
的
に
陸
の
孤
島
状
態
に
陥

橋
梁
の
新
設
に
よ
る
通
路
改
良

り
ま
し
た
。
国
道
4
6
2
号
で
は

が
剖
画
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

神
坂
ト
ン
ネ
ル
東
側
に
て
道
路

あ
り
ま
す
。

の
り
面
の
崩
落
に
よ
り
約
め
u

国
内
外
の
景
気
低
迷
、
財
政

間
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

状
況
の
厳
し
い
中
に
お
い
て
国

台
風
等
で
大
雨
が
降
る
た
び

通
4
6
2
号
の
改
良
を
進
め
て

に
、
通
行
止
め
に
よ
り
多
く
の

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
と
し

町
民
や
来
町
者
に
不
便
を
来
し

て
は
、
回
避
4
6
2
号
の
い
わ

て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

ゆ
る
ダ
ム
街
道
区
間
の
全
線
改

さ
て
、
本
町
に
お
け
る
日
常

良
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た

の
物
流
は
自
動
車
道
路
が
唯
一

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
ま

の
手
段
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も

だ
、
い
ろ
い
ろ
な
防
護
柵
等
の

生
活
道
と
し
て
、
国
造
･
県
道
、
工
事
も
お
願
い
し
て
い
き
た
い

町
道
及
び
林
道
が
道
路
綱
を
形

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

成
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

恐
ら
く
、
齋
藤
議
員
の
質
疑

が
ら
、
川
ま
た
は
山
岳
が
迫
っ

の
大
胆
な
構
想
と
は
、
み
か
ぽ

て
い
る
こ
と
か
ら
整
備
状
況
は

山
の
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
抜
く
等

満
足
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

の
施
策
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い

せ
ん
。
道
路
問
題
は
本
町
の
命

と
い
う
よ
う
な
事
か
と
思
い
ま

題
で
あ
り
ま
す
。
長
年
に
渡
り

す
。
私
と
し
て
も
、
高
崎
神
流

国
･
県
に
陳
情
を
繰
り
返
し
て

秩
父
線
を
ト
ン
ネ
ル
で
抜
く
事

き
た
結
果
、
平
成
5
年
に
主
要

が
で
き
れ
ぱ
と
は
思
い
ま
す
け

地
方
通
鬼
石
中
里
線
が
国
道
4

れ
ど
も
、
と
に
か
く
今
は
ダ
ム

6
2
号
に
昇
格
し
、
大
澤
知
事

周
辺
の
改
良
事
業
で
3
本
の
橋

就
任
後
、
町
民
挙
げ
て
の
陳
情

を
架
け
完
全
に
と
ま
で
行
か
な

と
本
町
の
一
連
の
活
動
も
あ
り

く
て
も
、
あ
る
程
度
の
も
の
に

近
年
、
急
速
に
改
良
工
事
が
遺

し
て
高
崎
神
流
秩
父
線
期
成
同

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
盟
会
で
古
井
と
日
野
の
間
の
小

待
に
ダ
ム
周
辺
の
改
良
工
事

梨
峠
に
つ
い
て
、
県
で
何
か
考

え
始
め
て
い
る
よ
う
な
事
を
聞

き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
伴
い

ト
ン
ネ
ル
等
の
お
願
い
を
し
て

い
く
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

齋̂
藤
カ
ミ
ラ
議
員
》

徐
々
に
改
良
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
が
、
な
ぜ
国
道
4
6
2
号

一
本
で
、
我
慢
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
埼
玉
県
側
に
は
志

賀
坂
ト
ン
ネ
ル
と
土
坂
ト
ン
ネ

ル
が
あ
る
の
で
我
慢
で
き
ま
す

が
、
県
部
に
向
か
う
道
路
が
い

か
に
不
便
か
を
い
つ
も
巽
感
ぜ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

あ
る
町
民
の
方
が

｢
こ
の
街

道
で
ど
こ
が
一番
山
の
幅
が
狭

い
か
｣
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
町

長
は
｢柏
木
の
一
休
様
の
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
｣
と
答
え
た

そ
う
で
す
。
も
し
本
当
に
一
体

様
の
と
こ
ろ
が
狭
い
と
す
れ
ば

町
の
た
め
に
、
そ
こ
の
改
良
等

が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
町
の

実
情
を
把
握
し
、
町
長
は
じ
め

町
民
が
一
丸
と
な
り
、
近
隣
市

町
村
に
も
協
力
の
お
願
い
を
し

て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
の
答
弁

で
、
国
道
4
6
2
号
に
全
力
を

入
れ
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
の
提
案
で
す
が
、

7
月
26
日
、
主
要
地
方
道
高
崎

神
流
秩
父
線
整
備
促
進
期
成
同

※
バ
イ
キ
ン
グ

･
･
･

補
助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け

る
た
め
の
働
き
か
け
の
意
味



盟
会
が
あ
り
、
そ
の
説
明
の
中

の
が
あ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と

で
藤
岡
市
側
に
工
事
不
能
箇
所

難
問
も
あ
る
訳
で
す
。
確
か
に

が
二
カ
所
あ
る
と
の
事
で
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
れ
ば

一
番
で

一
カ
所
は
投
石
峠
の
先
3
7
0

す
の
で
、
折
に
ふ
れ
県
土
木
等

o
m
。
も
う

一
カ
所
は
、
小
梨

に
も
声
を
か
け
て
い
き
た
い
と

峠
の
3
5
0
0
m
と
の
事
で
す
。
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

開
通
す
る
の
に
何
年
か
か
る
か

齋̂
藤
カ
ミ
ラ
議
員
》

分
か
り
ま
せ
ん
町
と
し
て
は
、

高
崎
神
流
秩
父
線
が
こ
の
よ

一
休
様
の
と
こ
ろ
か
ら
、
み
か

う
に
手
間
取
っ
て
い
て
は
、
町

ぽ
山
を
ト
ン
ネ
ル
で
抜
き
、
小

の
将
来
が
心
配
で
す
。
高
崎
神

梨
峠
先
、
高
崎
神
流
秩
父
線
に

流
秩
父
線
の
路
線
を
便
利
に
し

つ
な
げ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る

て
も
ら
い
た
い
。
土
砂
崩
れ
に

の
が
一
番
良
い
か
と
思
い
ま
す

よ
る
通
行
止
め
や
雪
の
心
配
の

が
、
考
え
を
改
め
て
お
聞
き
い

い
ら
な
い
ト
ン
ネ
ル
が
一
番
だ

た
し
ま
す
。

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
、

へ町
長
〉

町
民
の
皆
さ
ん
と

一
丸
と
な
り

一
休
様
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を
抜

国
･
県
に
要
望
し
て
い
た
だ
き

く
と
い
う
仮
定
で
考
え
れ
ば
、

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
旦
は
三
波
川
側
へ
出
て
小
梨

峠
か
ら
の
道
に
真
っ
直
ぐ
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
の
場
所

--
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
-
‐

と
し
て
一番
良
い
と
、
あ
く
ま

9
月
議
員
活
動
日
誌

で
も
私
の
考
え
で
言
っ
た
事
で

あ
り
、
県
の
考
え
方
も
あ
る
で

l
ロ

小
学
校
建
設
安
全

し
よ
う
。

祈
願
祭

と
に
か
く
、
ト
ン
ネ
ル
と
な

議̂
長
･総
務
常
任
委

る
と
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま

目
長
)

ず
。
期
成
同
盟
会
の
も
と
長
年
、

県
へ
お
願
い
し
、
よ
う
や
く
完

2
ロ

万
場
三
区
陳
情

成
し
た
ト
ン
ネ
ル
も
あ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

5
ロ

総
務
常
任
委
員
会

観
点
か
ら
行
く
と
、
県
に
は
公

共
事
業
評
価
委
員
会
と
い
う
も

u
□

み
が
ぽ
@
作
業

12
日

運
営
協
議
会

13
日

全
員
協
議
会

福
祉
パ
レ
ー
ド

(議
長
)

恐
竜
王
国
秋
ま
つ
り

実
行
委
員
会
議

(議
長
･産
業
建
設
常

任
委
員
長
)

15
日

第
3
回
定
例
会

(
一
日
目
)

16
日

決
算
特
別
委
員
会

18
日

福
祉
総
合
表
彰
式

(議
長
･副
議
良
･総

務
常
任
委
員
〈う

“
日

20
日

決
算
特
別
委
員
会

議
会
広
報
研
修
会

第
3
回
定
例
会

(二
日
目
)

全
国
議
長
会
就
任

祝
賀
会

(議
長
)

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

高
橋

豊
治

副
委
員
長

大
野

費

齋
藤
カ
ミ
ラ

旭ロ単光章を授与されれ
月
ま

に

会
年

さ

め

れ

ぴ
議
永

与
へ
わ

並

、

、

授

ん
行

員
員
れ

を
さ

が

.

･

き

神流町議会議員並びに
旧万場町議会議員、議会

　
　
　R

た

た

5

し

讓んでご冥福をお祈り　

　

　

祈

、
ま

お

に

げ

を
も
上

き

り

福

と

し

任
取

冥
と
中

脛
に

ひ
ご

す

橋

を
治
す

で
ま
祝

等
白
で

ん

し

ご

長
方
籤
讓
た
ら

溌
地
功

い

か

治に取り組まれた

㈲
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一
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総務課 ･住民生活課 ･壷紫振興課
埋設一課 ･会計課 ･覇旧時委員会事務高

　　　　 　

匙土.幽圓割明朗靴鷲鋼餅的姿凋も1
　　　　　　 　

と汚 5にll1医霧をかけても,丙
-1b舵-~医できます。

　 　　　　 　　

一
そ

一寸
‐片

--÷

三

一
-

=
｣
一二

三
二
言

=

≧

国
民
年
金

ノ

　　　
　

幻
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一定
類
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
｢学
生
納
付
特

例
制
度
｣
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

(大

学
院
)
、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
及
び
各
種
学
校

(修
業
年
限

1
年
以
上
で
あ
る
課
程
)、
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。
ま
た
夜
間
･

定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の

方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
学
生
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
と

な
り
ま
す
が
、
次
の
年
度
も
在

学
予
定
で
あ
る
場
合
、
4
月
始

め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学

生
で
あ
れ
ば
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
生
で
な
い
卸
歳
末

満
の
方
の
場
合
に
は
、
本
人
及

び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

｢若

年
者
納
付
猶
予
制
度
｣
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行

わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
◇
就
職
な
ど
で
、
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る

｢追
納
制
度
｣

を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
高
崎
年
金
事
務

所

鯰
o
2
7
ー
3
2
2
l
7

7
5
3
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

韓

最
近
、
年
金
事
務
所
職
員
を

装
い
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

｢年

金
の
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な

い
。
ご
本
人
に
代
わ
っ
て
手
続

き
を
す
る
の
で
手
数
料
を
支
払

っ
て
ほ
し
い
。
｣
な
ど
と
言
い
、
は
個
別
に
通
知
済
で
す
)

そ
の
場
で
現
金
を
請
求
す
る
よ

▽
支
給
対
象

う
な
事
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

ま
す
。

を
養
育
し
て
い
る
方

年
金
事
務
所
の
職
員
が
ご
自

宅
を
訪
問
し
、
年
金
手
続
き
の

手
数
料
を
請
求
す
る
こ
と
ば
あ

り
ま
せ
ん
。

㈲

"

年
金
事
務
所
の
職
員
を
名
乗

脚

捐
)

た
訪
問
や
電
話
で
不
審
な
点

耽

年
分

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
場
で

(

月

対
応
す
る
こ
と
な
く
、
年
金
事

ご
注
意
く
だ
さ
い
◇

な
お
、
年
金
事
務
所
の
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　　
　　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

お
囲
い
合
わ
せ
は
、
高
崎
年

金
事
務
所

な
o
2
7
l
3
2

轍

2
-
7
7
5
3
ま
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
c

支給時期
平成24年2月 平成2 3蟹 0

)
ヨ 月 ~亙匹成2 4袋日月分 (4ヶ月分)

平成24年6月 平 2 4 胡 ~ 3月 (2ヶ月分)

支給額
子どもの年齢 子ども手当月額

3歳未満 一律1 5.
0 0 0 円

3歳以上小学校修了前 1 0
.
0 0 0円 (第3子以降I3 1 5

,
0 0 0円)

中学生 一律1 0,
0 0 0円

子
ど
も
手
当
ノ

新
し
い
法
律
に
よ
り
支
給
要

件
な
ど
の
変
更
が
行
わ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
子
ど
も

手
当
を
受
け
取
っ
て
い
た
方
も

含
め
、
全
て
の
方
に
つ
い
て
申

請
が
必
要
で
す
。

(対
象
者
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課

内
線
1
4
7

住
民
係

ゞ 増帥】一日田渕I‐谷 Sア遁m m
-



高齢者の｢介護･医療･福祉JIO閖参る網談き受け付ける機関乙虜。向こもご相談<楚さい。

る,ダ
, コ

に ‐ も つ [‐ = ±
- -マギ ｢･ - ･ 一

-
-

日増しに寒さがつのり、落ち葉が国に震う季節となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。
寒さにより外出や活動が少なくなる季節ですが、天気の良い鰭かい時間帯は外の空気が気持ちよく憊じ
ることもありますね.
私達が健康な生活を送る為に、大きく関わる鼈柄に｢食べる｣｢寝る｣｢体を動かす｣の3つがあります。どれ
か1つでも質が落ちてしまうと生活全体に影響を及ぼす程の壁蜜な護素です.

, A 8 e

　 　　　　　　　　^ ′でデ ー

　 　　　　　　　　　　　　　　　　
介護が必要となつた高齢者の2割は｢足腰などの障害Jをその原因と
しているそうです。

国民生活センターによれば、65歳以上の高齢者が遭遇する事故の6割以上が｢家庭内事故｣
によるもので、これらの事故による骨折やケガなどをきっかけとして寝たきりになるなど、
そのまま長期の介護生活に入っていくことも珍しくありません。

議国黛割回歴麩雌圏廳同盟縮蹴樋證鸚“

ん濃群話撻縦藤翁畑爺醗な
くと轆チ

派な運動です。関節の動きをよくし、体を支え

る筋力をつけることぐ、ふらつきや転倒の防 “
止になります。

度溌強
理警報翳身上籤
の礬安芸と鱗乾期

邇礬 ゲ
群馬県では健康づくりの目標として逼3 日
以上-日3 0 分以上の運動を意識的に実施す 孑
る習嬬を身に付ける鞘を目標としています。

｢

-- ･、-- ちu、.増● ^ 、- -
) /

-殆 .一揖に-、-- -
" ≦ = -こ ) -れコネ一一｢

ミ
" ☆膝や腰の痛みの緩和
☆脳卒中の麻痺軽減

も ☆尿モレに対する効果
☆パーキンソン病･症候群等への効果
も ☆認知症の故響

"
☆[うつ｣の改善･･･ミ等 .…‐… … ‐
*持病がある方は、かかりつ酬医師の指示に
従ってください。

高齢になっても、できる限り介護が必要な状態にならないことが霞要です。
日常の運動習慣の他、介護予防の為の運動教室へ定期的に参加することにより、筋力やバランス感覚
を向上させ、安定した日常生活を送ることも↑つの方法です。
神流町では｢さわやか ･のびのび体操｣を 1日 3 回(午前9時.午後3時午後8時)ケーブルテレビで放

送しています。血流をよくし、筋肉をほぐす効果があり、心身のリラックスにも役立ちます。ぜひ行つ
てみてくださし、。
地域包括支援センターでは、皆さんの生活ペースや体の状態に合った通勤習慣作りのお手伝いを行
っています。何でもお気軽にご相談下さい。

次回は r閉じこ写り彫廟｣ について、お送りします.

(15)



こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
･
悩

み
を
も
つ
方
の
電
話
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

▽
日
時

11
月
如
月

(日
)

午
前
10
時
‘

午
後
3
時

※
よ
り
多
く
の
方
の
相
談
を
受

け
る
た
め
、
個
々
の
相
談
時

間
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
内
容

仕
事
な
ど
で
平
日
に

相
談
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
精
神
科
医
師
、
精
神
保

健
福
祉
士
等
が
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▽
対
象
者

と
こ
ろ
の
病
気
や

不
安
･
悩
み
等
の
相
談
の
あ

る
方

(本
人
･
家
族
)

▽
専
用
電
話

盈
0
2
7
-
2
9
0
!
2
9
2
0

▽
費
用

無
料

※
電
話
代
は
か
か
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
精

神
保
健
福
祉
協
会
事
務
局
(群

馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ

ー
内
)

笠
0
2
7
-
2
6
3
i
1
1
6
6

　　　
　
　　　

税
務
署
で
は
、
育
色
申
告
決

算
書
の
作
成
方
法
･
作
成
に
当

た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
説
明
会
で
使
用
す
る

資
料
は
、
当
日
、
会
場
で
配
布

し
ま
す
。

事業･不動産所得関係とJ÷-÷- … . -…
… JL U 不 y の所得関係とJテム ｣
-
･
･･…

.
･
‐
‐
^▲

‐
.
･

開催日 時 間 会 場 対象地区

1 2月6日(火)
午後1･3 0 ~ 3 3 0

神流脚蕎工会館 神流町･上野村

1 2月フ日(水) 鰔朧 鯖1 2月9日(金) 午後2･3 0 ~ 4 3 0 錢工石市翻 瑯鰔農 業 所 得 間 係

1 2月8日(木) 午後1･3 0 ~ 3 3 0 J Aたの窓･じ平井支店I 藤岡税務書管内

※
講
師
は
、
税
務
署
職
員
文
は

税
務
署
が
依
頼
し
た
税
理
上

が
行
い
ま
す
。

※
関
東
信
越
国
税
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

藤
岡
税
務
甕

個
人
課
税
部

門□
“
ー
o
9
7
1

(代
表
)

※
自
動
音
声
案
内

｢2
｣
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。
税
務
署
担

当
部
署
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

--一

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
か
ら
、
公
的
年
金
等
の

収
入
金
額
が
4
0
0
万
円
以
下

で
、
か
つ
、
公
約
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
の
年
金
所
得
者
の

方
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
善

の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ

て
も
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る

ご
と
が
で
き
ま
す
◇

｢国
の
教
育
ロ
ー
ン
｣
は
、

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、

大
学
等
に
入
学

･
在
学
す
る
お

子
様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
約
な
融
資
制
度
で

す
。
▽
ご
融
資
額

学
生
･
生
徒

一
人
に
つ
き

3
0
0
万
円
以
内

▽
利
率

年
2
.
85
%

(母
子
家
庭
は
年
2
.
偽
%
)

※
平
成
23
年
9
月
9
日
現
在

▽
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ

8
0
5
7
0
-
0
0
8
6
5
6

(ナ
ピ
ダ
イ
ヤ
ル
)

日
本
政
策
金
融
公
庫

高
崎

支
店

公
o
2
7
-
3
2
6
1
1
6
2
1

一癖誘導鱗
章三

解
雇
、
退
職
推
奨
、
い
じ
め

な
ど
労
働
に
係
る
紛
争
問
題
で

お
困
り
の
労
働
者
、
事
業
主
の

み
な
さ
ん
、
群
馬
労
働
局
で
は

県
内
9
カ
所
に

｢総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
｣
を
設
け
、
労
働

分
野
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
(無
料
)

に
応
じ
ま
す
の
で
、
紛
争
の
未

然
防
止
及
び
解
決
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

▽
群
馬
労
働
局
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー

(群
馬
労
働
局
企

画
室
内
)

台
0
2
7
-
2
1
0
-
5
0
0
2

▽
藤
岡
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー

(藤
岡
労
働
基
準
監
督
署

内
)

鰡
残
-
L
4
1
8

11月号鬮鯛
截"憲一



　　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

こ
の
岡

“
ピ
ピ
ビ
“
と
く
る

は

、
あ
る
人
は

、
あ

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
の

精
神
的
･経
済
的
負
担
等
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
◇

◇
各
種
制
度
の
案
内
や
捜
査
状

況
の
連
絡
等
の
情
報
提
供

◇
相
談
の
受
理

◇
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ

◇
付
き
添
い
等
の
支
援
や
関
係

機
関
の
紹
介

◇
被
害
者
用
事
情
聴
取
室
等
の

整
備

◇
殺
人
や
性
犯
罪
等
の
被
害
に

伴
う
被
害
者
の
初
診
料
、
検

査
料
、
診
断
書
料
、
遺
体
搬

送
費
用
、
転
居
費
用
、
精
神

的
被
害
を
受
け
た
被
害
者
等

の
医
療
費
等
の
補
助

◇
同
一
加
害
者
か
ら
生
命
･
身

体
等
の
被
害
を
受
け
な
い
た

め
の
安
全
確
保
措
置

▽
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
警
察
本
部
広
報
広
聴

課

被
害
者
支
援
室

8
0
2
7
-
2
4
3
ー
0
1

1
0

(代
表
)

藤
岡
警
察
署
警
務
課

窓
銘
ー
o
l
l
o

(代
表
)

▽
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
…
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知
に
つ
い
て

…
｢目
も
足
も
手
も
頭
も
卸
才
で

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者
…
ご
機
嫌
を
見
な
が
ら
書
き
ま
す
｣

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
“
-
字
一
字
に
そ
の
人
の
心
が
し

u
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
…
み
込
ん
で
い
て
、
な
ん
だ
か
泣

た
こ
と
の
通
知

(名
簿
記
載
通

…
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

知
)
を
お
送
り
し
ま
す
。

…

そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る

こ
の
通
知
は
、
来
年
2
月
頃

"
け
れ
ど
、
た
ぶ
ん
理
由
の
一
つ

か
ら
平
成
お
年
2
月
頃
ま
で
の
…
は
、
そ
の
人
の
誇
り
に
触
れ
ら

問
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

…
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

き
、
裁
判
員
に
遊
ば
れ
る
可
能

…

字
を
上
手
に
書
け
る
事
、
そ

性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
気

れ
も
人
が
み
て
ほ
れ
ぼ
れ
と
す

え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り

◆
る
く
ら
い
上
手
に
書
け
る
事
、

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の

…
そ
れ
が
そ
の
人
の
魅
力
の
一
つ

で
す
。

…
で
あ
り
、
そ
の
人
の
誇
り
な
の

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご

…
で
は
な
い
か
と
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆

そ
の
人
が
字
を
書
く
と
き
、

▽
問
い
合
わ
せ
先

◆
ま
る
で
絵
を
描
く
よ
う
に
書
い

前
橋
地
方
裁
判
所
刑
事
部

◆

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

刑
事
談
廷
事
務
室
裁
判
員
係

…

本
物
に
触
れ
る
と
、
心
が
動

8
0
2
7
ー
2
3
1
ー
4
2

“
き
ま
す
。
そ
れ
は
無
条
件
で
す
。

7
5

(内
線
4
1
5
)

…
協
力
隊
と
し
て
、
斬
り
返
し
地

"
点
を
過
ぎ
、
桜
が
咲
き
出
し
そ

…
う
な
季
節
ま
で
こ
の
ま
ま
走
り

…
す
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
な
気
持
ち

…
で
す
が
、

｢神
流
町
で
あ
と
い

･
く
つ
の
誇
り
た
ち
と
出
会
え
る

“
の
か
?
こ

と
考
え
ま
す
。

.

あ
る
人
は
畑
仕
事
、
あ
る
人

秘

蔵
奈
美
子

人
た
ち
に
ど
ん
ど
ん
自
分
の
諸

【

:
:
:
:
◆

,

回

ブ

リ
を
伝
‐え
て
ほ
し
い
で
す
o

e

逓
信

次
渠
驫
兄
傍
の
に
･

必
要
な
知
恵
や
ヒ
ン
ト
を
与
え

は
料
理
、
あ
る
人
は
林
業
、
あ

て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
た
く
さ
ん

る
人
は
音
楽
、
あ
る
人
は
会
話
。
の
経
験
を
積
ん
で
生
き
て
き
た

誰
も
が
持
っ
て
い
る
、
そ
の

人
た
ち
。

｢小
さ
い
頃
よ
り
も

人
は
気
付
か
な
い
か
も
し
れ
な

楽
し
い
と
思
え
る
事
が
少
な
く

い
け
ど
、
他
の
人
に
は
伝
わ
っ

な
っ
た
｣
ど
う
か
、
得
意
な
事

て
い
る
譲
り
。

や
頑
張
っ
て
き
た
事
な
ど
、
教

そ
れ
に
触
れ
る
と
嬉
し
く
な

え
て
頂
き
た
い
◇

り
ま
す
。
畑
仕
事
を
手
伝
っ
て

手
紙
を
書
く
と
き
の
よ
う
に
、

い
る
時
、何
気
な
い
一
言
。
｢飛

丁
寧
に
正
直
に
、
ゆ
っ
く
り
と
。

行
機
雲
が
出
る
と
そ
の
次
の
日

自
分
の
ペ
ー
ス
で
記
憶
を
思

は
雨
が
降
る
ん
だ
。
｣
そ
ん
な

い
返
し
な
が
ら
。
大
切
な
の
は

一
言
に
さ
え
、
そ
の
人
が
長
年

伝
え
る
事
。
そ
し
て
そ
れ
を
間

取
り
組
ん
で
き
た
畑
に
対
す
る

く
事
、
受
け
止
め
る
事
、
考
え

真
っ
直
ぐ
さ
を
感
じ
、
そ
の
入

る
事
。

の
誇
り
を
感
じ
る
の
で
す
。

私
の
残
り
の
期
間
の
中
、
今
、

や
ま
の
花
で
洗
濯
物
の
タ
オ

こ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ル
を
き
ち
ん
き
ち
ん
と
た
た
む

る
方
へ
･･･

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
。
そ
の
‐
人

｢ゆ
っ
く
り
と
お
話
し
で
き
る

一
人
の
た
た
み
方
に
さ
え
、
そ

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の

の
人
の
誇
り
を
感
じ
取
れ
る
の

時
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

で
す
。
何
気
な
い
日
常
に
潜
ん

そ
れ
で
は
、
ま
た
･･･｣

で
い
る
人
間
の
誇
り
た
ち
◇

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

o

高
齢
者
ば
か
り
じ
ゃ
駄
目

圈
需
煕
轤
鼬
瓱期
縄
弼聞
國
て

な
ん
で
u
よ
う
か
o
明
u
州
見

,一躍韓瀞縦蟷鰯獺
溺選
球

　　　　　
　　　　　　　

　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　

　
　
　　
　
　　
　
　
　
　　　
　　
　
　
　
　
　
　

　

　

わ
れ
る
人
た
ち
の
力
が
大
き
い

-

仝

‘

“

鴛

は
ず
。
そ
の
人
た
ち
は
、
若
い
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鰡神禽 1l会親途 3 幼中参と県会協蜆全東 8 12名

平爵溶憂8鋒呑三餓鬼髭聖文寮隻駿釀楚テ室技- -★
7嬢巻貝切奪

貝お箋峯貫痿寡有 人頂 身兀貝 日
■

｣

　　　　 　 　　 　　 　 　 　 　　

財
団
法
人

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉

県
内
在
住
の
母
(父
)子
家
庭
の
母
(父
)

と
子

(高
校
生
以
下
)
及
び
寡
婦

3
歳
以
下
の
乳
幼
児

神
流
町
社
会
福
祉
協
議
会

　　 　 　
し 必 0 児

滲着 茗 1 5 7
先 . ' ‐

8 8 8
　　　

1.3 0 8 .5 8 9 n
これまでに皆様からお預かりしました義援
金は、共同募金会を通じて被災地に送金させ
ていただきます。

フ
ン
ド - ■

I盤蠣ヱ逃蕊遂ニ纒踏匪達湾議誣涎攝囲 ん ‐‐ … - -平成拝-oa鋭曰旛行1

　　　　 　 　 　　　
　　　　　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
鵡類挨~群開8誌窕 三 三

一 一

幟C▼h 7,000 " 900 6.500 1.BOO K)0 雛武‘ 総就4 -00%
"2~ "3 7.200 2.◇00 も500 L 600 0 P C:◇ 辯箙O too%

杉 ‘q3 34~ほ め 8oo 3,ooo 3 000 a 500 200 !C 886 30698 :の巽
欠~第 "3 600 3,800 13,000 3.600 0 73琵4 73384 虻沁耗
卸}上 -2,600 3 500 1: oo0 3 300 ぐにb 2I:締 a ;;; 父)0鶏

桧

凧 総0 3o * ･t,500 3ゐ0
舩 その憊の毎舩

虹鱒瀦機器潔

く下請况〉 秋雨のぱらつく天簸のせ、、か、翼方の方も筬錮な市となり写した" 今鼈で増堝
を錠つ張つてきた浚践30m柱材がついに下げに信じ治した。往羽籾外の杉‘.om 中日緘存が
箋念で推移したので.金勢の平響朕価は繍回並みでしたり今後の出械滅況は ,と多くの
貸方から固かれ、需要の蒸教-Jを感じました. -2月5目には剱年造り哉良蚕祠艇示全を圀
堂いたし生すので盛儀老の鵠筬、娘総出品していただ会読すようわ篇いいたし写す.

びくり 扇国毬誠窕謹纖国鍵 ◎●
● 園隧題翻筑蓋魚話盗難面壁掘護国｣劾●

9月1日(水)~ 9月30日陰)
8 ,7 1 8 円

聽緩絵の受付は、9月3 0日を
もって錢3 させていただきました。

2 4時間健康テレホンサービス
-
r a lo27‐234‐4970 (ヨクナレ)をダイヤルすると 、-
L 約3分間の健康講話が間けます。 ｣

1 1 月 (旧から3o日)
月 曜 日 子どもの歯科矯正の時期

火 曜 日 インプラントのメリット･デメリット

水 曜 日
じめ T 廷 みが よい つげ ""

上手な歯磨き剤の使い方

木 曜 日 糖尿病と歯槽膿漏

金 曜 日 フッ素について

土･日曜日
でんとう よ

電動歯ブラシ

直接相談タイム

電話に出ます。

考無窮I皮膚科眼科I午後7:30~ 樅 oo歯 科
健康テレホンの健康相談は、 インターネットから
もご利用いただけます。
h ttPゾ′W W W .陥りーn ,C o rn′k e n k oノ

ー群馬県保険医協会 -

r 台o27‐234‐4970 (ヨクナレ)をダイヤルすると 、

約3分間の健康講話が間けます。

趨
圓
回
圏
囮
踵
囮
圏
團
圈
瞳
園



n l月10日 ~ 12月9日】

囲 みかほ高原荘“あか隠の棚“入浴会間催臼
入浴、 亘食、 送迎肖りで費用は鶏000円です.
　　 　 　 　 　　　　 　　　　　　　　 　　　

　　 　千班予定

幅可 動蘂衝こI @

霞可 動一癖｣ ◎
コ弓 節止も-l ⑱

蘭筑 釣 函 館蝉鞍鰔｣襲璧所≦.

19B"鑓蜘a踰万報隷薪桴駒赫 鰄 閼 聾群筋8
樹凄く鯰接ランド会館)

-
-
^

珊-墾務霊験(町鮴円館) 5 81月｢ 田 桝 rの濁

謙れ團め-繃 一二職能÷ 釣

※◎はご凝集日と分別

　　　　　　　

　　　　　　　　　　

科 目
l

納 期

　　　　

　 　　　　　　　　　　
後期高齢者

11月30日隊)

臨鮴 4期

納付は、口座振替が便利です

E鐙翻函四--敬称蜷-
出生児 簇網 隊搜者 地 区
　　

　 　男
　　 　 　 　　　

　　　　　　　　　　
死亡者 分解 露出^ 地 区

　　 　 　

平威望翌年9月末現在

人 口 2 ,4 19人 (･6 ) 0 ~ 1 4 鞭 10 3人(･3 )

男 1,学稚≧^〔‐D l5 ~ 6 4歳 1,0 7 3人(‐1)

女 1芝フフハ(･5 ) 6 5娩~ 1,2 4 3人(‐2) 90筑 万 三
　　　 　 　世帯数 1,10 7世帯(‐3) 高齢者比率 5 1,3 8 %

( )内の数字lは、繭月との比較轍 鈍日馬:性一院釜法治‐餓
" .‐ SB澱 方 三
瀬この畑に約敏を希望しない方は
窓口にお申し出ください。

(19)



　　　　　　　　　
【火lie ~土曜日1
ヰ釀8時30分~鯛脆0時〆噴射時~年露時

(10月から4月)

曲
▼大
人
向
け

･
神
君
家
康
の
密
書

･
白
捧
は
な
ぜ
散
っ
た

^
き
つ
ね
の
つ
き

‐
い
と
み
ち

,
望
月
書
果
店

加
藤
腋

岸
肝
る
り
子

北
野
魂
作

越
谷

オ
サ
ム

　
　
　
　
　

鮭
う
ど
ん
物
語

上
･下

水
底
フ
ェ
ス
タ

藻
桜
光
あ
れ

黄
金
特
急

無
罪
寿
フ
ォ
ー
エ
バ
ー

衛
星
を
使
い
、私
に

よ
ろ
ず
の
こ
と
に
気
を
つ
け
よ

赤
い
糸
の
呻
き

わ
た
し
の
生
活
手
帖

硝
子
の
鳥

ぜ
ん
ぷ
の
後
に
残
る
も
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
･レ
ス
ト
ラ
ン

少
女
病

曲
則
子
と
も
向
け

そ
れ
い
け
-
ぼ
く
の
な
ま
え

チ
ー
ズ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
呪
い

ジ
エ
ロ
ニ
モ
.

ご
は
ん
の
と
も

ぴ
ゆ
'
ん
ぴ
よ
,
ん

カ
ン
フ
ー
･パ
ン
ダ
2

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

馳
星
周

久
問
十
姿

深
谷
忠
記

山
本
幸
久

結
城
充
考

川
瀬
七
緒

西
洋
保
稜

山
口
範

新
堂
冬
拗

川
上
木
映
子

東
山
彰
良

古
川
ト
リ
コ

平
田
寮

･
ス
テ
ィ
ル
ト
ン

わ
た
な
べ
あ
や

ふ
じ
わ
ら
こ
う
い
ち

ウ
エ
ス
ト

田
翁
藏
介

や
な
せ
た
か
し

横
沢
彰

す
ぎ
た
と
お
る

古
田
健
二

坂
本
コ
ウ

山
田
せ
い
こ

村
上
健
司

柏
驚
幸
子

日
本
全
国
妖
怪
ス
ポ
ッ
ト
4

化
の
巻

帰
命
寺
横
丁
の
夏

柏
嬢
幸
…

よ
う
か
い
ガ
マ
と
の
ー
お
イ
ケ
に
力
工
る
l

･
チ
ー
ム
ひ
と
り

。
チ
ー
ム
あ
か
り

･
ク
リ
ス
マ
ス
の
大
そ
う
ど
う

よ
し
な
が
こ
う
だ
く

吉
野
方
理
子

古
野
力
理
子

ト
レ
1
シ
1

ま
ほ
う
ね
こ
ダ
モ
ン

や
な
せ
た
か
し
の
メ
ル
ヘ
ン
絵
本

･が
ん
ば
っ
-
卓
球
部

,
細
川
ガ
ラ
シ
ャ

“
エ
ジ
ソ
ン

･
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

･
ヘ
レ
ン
･ケ
ラ
ー

い
い
こ
だ
、フ
ァ
ー
ガ
ス
-
-

よ
う
せ
い
ア
リ
ス デ

イ
ビ
ソ
ド

･
シ
ャ
ノ
ン

テ
ィ
ピ
ッ
ド

･
シ
ャ
ノ
ン

デ
イ
ビ
ソ
ド

･
シ
ャ
ノ
ン

四｣ 州は不動尊ベルト地帯とも言われるくらい不動信仰が盛んであったと言われる, 西御荷鍵山には生利
と日野小柏の二つの不動尊があるが、束御荷鉾山には三渡川の不動尊がある。鬼石三波川妹ケ谷の滝不動尊
から参道が頂上まで続き、 道端には T 日石が幾つも置かれている。
石神峠付近 (東御荷鉾山の東方) の平らな部分は堂鳩 (賭場がなまった) と呼ばれ、信仰が盛んな時は熊
蜴や享楽鳩となったと言われている。
山頂には灯篭を従えた不動像が安置されていて周囲は石垣が築かれ平地もあることより、過去に宿坊や管
理施設等も設置されていたものと思われる"
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